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わたる災害に遭遇しながらも信仰心が火災を消し止め、台風による枝
の折損なども修復したおかげで、いまなお樹勢盛んで枝葉は天を衝く
ほどの勢いである。先祖代々の言い伝えを受けた子孫が忠実に樹をも
守ったからである。人々の言い伝えがこの巨樹を「育て、助け、いま
なお盛んなり」である。
　「ここで学んだこと」としては、何事も養生が大切だ。養生次第によ
り成果が上がり、次の世代へ伝えることが出来る。そこで筆者の持論
である「古きを訪ねる」が登場する。「古きには貴重な情報があり、今
の人はその情報を具現化して実行し、次の代へ伝えていく成果の連鎖」
である。何事もかくありたいものだ。

◇津金沢の大スギ
　山形県山形市東山字高沢（津金沢）熊野神社境内にある樹高39m、樹
周9.2m、樹齢は1000年を越えると推定される。
　熊野神社の西南方には、もう一株の老木があり共に雄スギ、雌スギ
として崇め（あがめ）られていたという。弘化 1年（1844年）ころ、その
1本を切り倒したところ、村内に疫病が大流行したため神罰の致すと
ころとして碑を建て供養を行ったと伝えられている。境内に「弘化 2年   
建立大杉大明神」の碑が残っている。現存するのは雄杉の方である。
　幹は大小多数に分枝するが、特に 5本の大幹が幹分かれして並立直
立している。写真をご覧いただきたい。この写真では先端の幹の 5本
は確認できないが、幹がわかれている様（さま）がわかる。枝折れが発
達してコブのような変形があちこち見られる。あれこれ想像してみる
と、生命力あふれる巨樹ではないか、たくましく見えてきた。こんな
想像も楽しいものだ。また一つ楽しみを見つけた。続く

ドラッカーの名言
マネジメントの三つの機能
・第一の機能 事業をマネジメントすること
・マネジメントの第一の機能：目標を創り事業をマネジメントすること
　イノベーションで事業を決めるまでは悩め苦しめ，こうと決めたら、わき目を振らず専念しよう。
　創業時と同じ考えで行動しよう。そして経済環境を変化させ、意識的かつ目的的に新しい経済環境を
自ら創り出そう
・木材やの事業マネジメント
　木材やは地球温暖化防止時代持続可能な社会へ向けて脱炭素の目標を策定しわき目を振らず行動しよ
う。 続く

石山熊野神社横綱大スギ

津金沢の大スギ
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